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This paper provides the activity report of entrepreneurship education focusing on "Digital Fabrication Tutorial" course 
offered by Robert T. Huang Entrepreneurship Center (QREC)in Kyushu University on a summer course in 2017.  The 
purpose of this course is to acquire the process to shape own idea by using digital fabrication tools such as 3D printer 
and laser cutting machine. This paper introduces the contents of the course and also introduce several products 
developed by students in the course. Lastly, this paper has discussion about educational effectiveness brought by this 
course. 

  

1. はじめに 

 本稿では、2017 年度前期に九州大学ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター（以

下、QREC）aより提供されている講義である基幹教育科目の「デジタル工作入門」（以下、本講義）

に於けるアントレプレナーシップ教育の取り組みについて紹介する。本講義では、3D プリンター

やレーザー加工機などのデジタル工作機械を利用して、自分のアイディアを形にしていくプロセス

を身につけることを目的としている。本稿では、本講義の内容を紹介するとともに、実際に学生が

制作したプロダクトや本講義に対する学生の意見も紹介する。最後に、本講義を行うことによる教

育効果についても考察していく。本講義の内容や学生が制作した作品は、QREC のウェブサイトに

                                                      
a 本学卒業生ロバート・ファン博士の百周年記念寄付をきっかけに 2010 年 12 月に設立されたアントレプレ

ナーシップに関する本格的な教育・研究センター。学部、学府の全学学生を対象に、30 科目の授業、学生の

自発的な活動や研究の発展を支援する学生プロジェクトを行っている。 
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